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け
た
女
性
た
ち

－

」
と
し
て
日
本

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
女
性
の
社

会
進
出
が
少
な
い
中
、
こ
の
当
時
、

１
０
０
年
間
に
５
人
の
女
帝
が
誕

生
し
て
い
る
。
持
統
天
皇
が
お
ら

れ
た
藤
原
京
の
大
極
殿
の
場
所
に

母
校
が
あ
っ
た
た
め
、
持
統
天
皇

の
こ
と
は
よ
く
聞
い
た
が
、
飛
鳥

を
翔
け
た
女
性
た
ち
に
つ
い
て
詳

し
く
聞
き
た
い
。

飛
鳥
・
藤
原
時
代
に
活
躍
し

た
女
性
の
１
人
、
推
古
女
帝
は
、

橿
原
、
明
日
香
だ
け
で
な
く
、
高

取
町
で
薬
狩
り
を
行
い
、
こ
れ
が

端
午
の
節
句
の
起
源
と
な
っ
た
。

同
時
代
の
女
帝
た
ち
が
通
っ
た
古

代
の
道
や
女
帝
ゆ
か
り
の
御
陵
が

あ
る
な
ど
、
飛
鳥
・
藤
原
時
代
を

築
い
た
女
性
た
ち
の
行
動
と
そ
の

記
憶
が
色
濃
く
刻
ま
れ
た
地
が
、

本
市
、
明
日
香
村
、
高
取
町
で
あ

る
。
飛
鳥
・
藤
原
か
ら
江
戸
時
代

ま
で
の
間
で
、
８
名
で
10
代
（
重

複
あ
り
）
の
女
性
の
天
皇
が
お
ら

れ
、
33
代
推
古
天
皇
、
35
代
皇
極

天
皇
、
37
代
斉
明
天
皇
、
41
代
持

統
天
皇
、
43
代
元
明
天
皇
が
、
飛

鳥
か
ら
平
城
へ
移
る
ま
で
の
間
に

政
治
を
つ
か
さ
ど
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
日
本

の
国
家
の
源
流
、
最
初
の
根
幹
、

出
発
点
を
つ
く
り
上
げ
た
時
代
の

女
性
を
全
面
に
出
し
た
。
ま
た
、

女
性
天
皇
以
外
に
も
仏
教
の
普
及

に
積
極
的
に
当
た
っ
た
善
信
尼
や
、

「
万
葉
集
」
で
有
名
な
額
田
王
な

ど
、
女
性
を
中
心
に
取
り
上
げ
、

本
市
・
高
取
町
・
明
日
香
村
に
分

布
し
て
い
る
遺
産
40
を
申
請
し
て

い
る
。橿

原
・
高
取
・
明
日
香
で
日

本
遺
産
に
な
れ
ば
、
ど
う
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

こ
の
事
業
は
１
０
０
％
国
の

補
助
事
業
で
あ
る
。
事
業
を
進
め

る
た
め
に
、
各
自
治
体
、
県
、
各

商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
や
、
大

学
に
も
入
っ
て
も
ら
い
日
本
遺
産

飛
鳥
魅
力
発
信
事
業
推
進
協
議
会

を
発
足
し
て
、
一
緒
に
な
り
今
後

の
戦
略
を
立
て
て
い
く
。
日
本
遺

産
が
世
界
遺
産
に
向
け
て
の
１
つ

の
起
爆
剤
だ
と
思
っ
て
い
る
。
多

く
の
方
々
に
来
て
も
ら
い
、
気
持

ち
よ
く
帰
っ
て
も
ら
え
る
仕
掛
け

を
考
え
た
い
。
ま
た
、
藤
原
宮
跡

は
国
の
直
轄
事
業
で
あ
り
、
県
や

市
も
手
伝
い
粛
々
と
実
施
し
て
い

る
が
半
世
紀
が
経
っ
て
い
る
。
何

と
か
世
界
遺
産
や
日
本
遺
産
と
い

う
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
で
積
極
的
な

整
備
を
し
、
明
日
香
村
と
も
往
来

が
し
や
す
く
な
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

今

後

の

市

政

橿
原
神
宮
の
参
道
か
ら
西
に

向
い
て
入
り
、
そ
の
奥
に
医
科
大

学
を
誘
致
す
る
話
が
あ
る
。
建
設

常
任
委
員
会
で
、
道
路
の
拡
幅
に

伴
い
現
場
視
察
を
し
た
。
参
道
か

ら
西
に
向
か
う
入
り
口
に
は
天
皇

陵
が
あ
り
、
一
部
民
間
が
所
有
す

る
土
地
が
あ
る
。
参
道
か
ら
消
防

本
部
ま
で
の
長
い
道
路
に
な
る
が
、

入
り
口
付
近
は
話
が
進
ん
で
い
る

と
聞
く
が
、
最
後
の
出
口
の
方
は
、

ど
こ
ま
で
道
路
を
買
い
取
る
つ
も

り
か
。
道
路
拡
張
な
ど
の
話
は
進

ん
で
い
る
の
か
。

計
画
道
路
の
範
囲
は
慈
明
寺

町
13
号
線
と
神
武
天
皇
陵
の
北
側

と
綏
靖
天
皇
陵
と
の
間
を
参
道
か

ら
西
へ
延
び
る
既
存
の
市
道
（
慈

明
寺
町
・
四
条
町
線
）
を
合
わ
せ

た
１
４
０
０
ｍ
で
あ
る
。
用
地
に

は
、
北
側
の
綏
靖
天
皇
御
陵
が
一

部
か
か
る
た
め
、
京
都
の
事
務
所

と
協
議
を
し
、
協
力
を
得
ら
れ
る

予
定
で
あ
る
。
農
業
総
合
セ
ン
タ

ー
辺
り
の
県
有
地
は
担
当
課
と
協

議
中
で
あ
る
。
御
陵
等
に
挟
ま
れ

た
辺
り
の
民
有
地
は
、
測
量
も
終

え
事
業
へ
の
理
解
を
得
て
い
る
。

西
側
は
、
こ
れ
か
ら
道
路
認
定
の

同
意
を
得
る
こ
と
が
残
っ
て
お
り
、

交
渉
に
は
達
し
て
い
な
い
。

全
国
に
早
急
に
架
け
替
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
橋
が
50
万
個
近

く
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
各
自

治
体
の
問
題
で
も
あ
る
。
50
年
ぐ

ら
い
経
て
ば
、
セ
メ
ン
ト
は
腐
敗

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
橋
を
調

査
す
る
技
術
は
岐
阜
県
が
一
番
と

言
わ
れ
て
お
り
、
こ
う
い
っ
た
と

こ
ろ
も
勉
強
し
て
も
ら
い
た
い
が
、

今
後
、
橋
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て

い
く
の
か
。
危
な
い
橋
は
取
り
か

え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
補
強
す
る

か
。

本
市
に
は
３
８
０
を
超
え
る

橋
が
あ
り
、
50
年
経
過
す
る
橋
は

２
つ
あ
る
。
危
険
か
否
か
は
、
橋

梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
が
始
ま
り
、

そ
れ
に
則
り
、
今
後
５
年
で
、
全

て
の
橋
を
調
査
・
点
検
し
て
い
く
。

当
面
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
に

委
託
し
て
の
業
務
に
な
る
が
、
今

後
、
調
査
・
点
検
で
き
る
内
部
職

員
の
専
門
職
を
育
て
た
い
。

他
の
議
員
の
質
問
で
、
市
長

の
３
期
目
の
立
候
補
宣
言
と
思
わ

れ
る
発
言
が
あ
っ
た
。
市
長
は
２

期
８
年
間
は
何
も
し
て
い
な
い
よ

う
な
答
弁
を
し
て
い
た
が
、
例
え

ば
消
防
の
広
域
化
な
ど
も
大
き
な

事
業
で
あ
り
、
実
績
は
堂
々
と
言

っ
て
も
ら
い
た
い
。
八
木
駅
前
も

議
会
の
議
決
を
得
ス
タ
ー
ト
し
、

何
年
も
か
け
進
め
て
き
て
い
る
。

何
も
し
な
い
の
に
自
己
採
点
１
０

０
点
と
い
う
の
は
あ
り
え
な
い
。

８
年
間
頑
張
っ
て
き
た
中
で
、
や

り
た
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

庁
舎
の
建
て
替
え
や
医
大
周
辺
の

整
備
な
ど
大
き
な
も
の
も
あ
る
。

知
事
と
も
良
好
な
関
係
も
築
い
て

い
る
。
も
う
一
度
、
市
長
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

何
も
し
て
こ
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
８
年
間
一
つ
一
つ
積

み
上
げ
、
よ
う
や
く
今
の
形
が
で

き
た
。
ま
だ
８
年
だ
が
、
そ
の
前

に
諸
先
輩
方
が
長
年
い
ろ
ん
な
施

策
を
さ
れ
て
き
た
。
今
、
す
べ
き

時
期
に
来
て
い
る
。
よ
う
や
く
全

て
の
諸
条
件
が
整
い
、
国
、
県
、

地
元
、
県
立
医
科
大
学
を
含
め
歩

調
が
合
っ
て
き
た
の
は
想
定
以
上

で
あ
り
、
今
の
状
態
は
、
ス
タ
ー

ト
を
切
る
前
だ
が
１
０
０
点
だ
と

思
っ
て
い
る
。

本
市
の
水
道
水
は
、
自
己
水

20
％
で
あ
っ
た
が
、
吉
野
の
大
滝

ダ
ム
が
で
き
た
お
か
げ
で
自
己
水

は
必
要
で
な
く
な
る
。
こ
の
分
は

飛
鳥
川
へ
流
れ
る
よ
う
に
な
り
、

飛
鳥
川
の
水
は
１
年
中
途
切
れ
る

こ
と
が
な
く
な
り
、
１
年
中
魚
が

泳
げ
る
川
に
な
る
の
で
は
と
期
待

し
て
い
る
。
飛
騨
町
の
新
河
原
橋
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